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リオにより異なるが 2075 年には、世界人口 80億
人中 40億人以上が、人口増加と経済発展に伴う生
活用水・工業用水・農業用水などの使用増加により、
水不足の影響を受けるようになると予測された。
　このシミュレーションでは、CRESTの研究に
よるグローバルな地表面の水及びエネルギー収支
に関する最新の算定結果等を用い、ダム流量操作
や灌漑などの人間活動を考慮した独自の世界水循
環水資源モデルを開発・導入し、地球シミュレー
タ等による気候予測と将来社会シナリオに沿った
人口や経済発展推計値に基づいて、各国の生活用
水・工業用水・農業用水の取水量変化を 21世紀後
半まで推計した。これまでの研究は 2025 年までの
推計であったが、今回は、2075 年までの長期シミ
ュレーションで推計した。高い水ストレス下にあ
る人口は、2000年の第２回世界水フォーラムでは、
2025年の予測は 40億人であったが、今回の推計は
35億人となった。
　予測結果から、水ストレス下に置かれる人口を
この予測値より少しでも減少させるよう、水資源
対策を各国協力して展開する必要性を示している。
注１　AR4：IPCCの第４次評価報告書
注２　水ストレス：年間あたりの降雨等のうち河川及び地
下水系に入る水量に占める人間が取水する水量の比で、0.40
を超えていると高い水ストレス状態にあると判断する。
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